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第１図は、三宅島地区における GPS 連続観測結果である。第１図(a)が観測基線図、第１図(b)は、

基線長の変化グラフであり、第１図(c)は比高の変化グラフである。2001 年４月から 2008 年９月まで
の期間の時系列あるが、直近の半年程度を見ても特段の傾向の変化は見られない。 
第２図は、「だいち」PALSAR による三宅島の SAR 干渉解析結果である。いずれも南行軌道

(Descending)で 2008 年４月 16 日と５月 31 日のペアを取った解析結果を上段左、2008 年５月 31 日と
７月 16 日のペアを取った解析結果を上段右、７月 16 日と８月 31 日のペアを取った解析結果を下段左
に示している。全て１ヶ月半程度の期間であり、火口底内および火口縁にわずかな変動パターンが見
られるが、ノイズレベルを超えて顕著な変動とは言えない。 
第３図(a), (b)は、従来の手法 1)で三宅島の最近の地殻変動を説明する力源モデルの推定を行った

ものである。(a)（時期 G）は火山噴火予知連会報第 99 号、100 号 2)3)で報告した結果の再掲載である
が、(b)（時期 H）は、2007 年９月から 2008 年９月までの１年間の図として更新されている。膨張源
の体積増加量、収縮源の体積減少量は時期 Gとほぼ同じと推定されている。変動は体積変化量推定の
誤差範囲内であり、深部からマグマの供給がほぼ一定の速度で続いていると考えられる。 
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第 1 図(a) GPS 連続観測点基線図 

Fig.1(a) Site location map of the GPS continuous observation network around Miyakejima Volcano. 
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第 1 図(b) 三宅島の GPS 連続観測結果（基線長：2001 年４月～2008 年９月） 

Fig.1(b) Results of continuous GPS observation around Miyakejima Volcano, Baseline length from April 2001 to 
September 2008. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 1図(c) 三宅島の GPS 連続観測結果（比高：2001 年４月～2008 年９月） 

Fig.1(c) Results of continuous GPS observation around Miyakejima Volcano, Relative height from April 2001 to 
September 2008. 
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第 2図 「だいち」PALSAR による三宅島の解析結果 

Fig.2 Interferometric analysis of SAR acquired by “Daichi” PALSAR on Miyakejima Volcano. 
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第 3図(a) 期間 G（2006 年９月～2007 年９月）の三宅島の GPS によって捉えられた地殻変動と点圧力源の

位置 

Fig.3(a) Observed and modeled crustal deformations during period G (September 2006 to September 2007). Circles 
indicate the inflation and deflation sources. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 3図(b) 期間 H（2007 年９月～2008 年９月）の三宅島の GPS によって捉えられた地殻変動と点圧力源の

位置 

Fig.3(b) Observed and modeled crustal deformations during period H (September 2007 to September 2008). Circles 
indicate the inflation and deflation sources. 
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